
は じ め

子どもたちに豊かな人間性や社会性をはぐくむことは、すべての人々の願いです。

今回の教育課程の基準の改訂においても、このことが改訂の基本方針の第一に述べら

れており、解決しなければならない重要な課題であることは周知のとおりです。

しかし、子どもたちの現状には、受験競争の過熱に伴うゆとりのない生活、耐性の

不足、規範意識の問題など課題が多く見受けられ、学校生活においても深刻な状況が

増えてきています。

こうした問題を乗り越え、子どもたちが生きがいをもって生活できるように、東京

都では、保護者、教師、学識経験者等と連携・協力をしながら様々な対応策を検討し

てきました。

その一環として、東京都立教育研究所ではプロジェクトチ ムを編成し、平成10年

度から子どもたちの衝動的・攻撃的な行動と授業妨害・拒否(~¥'わゆる「学級崩壊」

につながる具体的な現れ)の問題の研究を進めてきました。

二年目を迎えた今年度は、小学校における授業妨害・拒否の問題を中心にすえ、昨

年度明らかにした「揺れ動く心」の実態をさらに追究し、「イライラ感」の高い子ど

もの特徴や子どもたちの人間関係と学級のまとまりについて心理と行動の面から把握

し、その背景を探るようにしました。また、きまりの指導についての子ども、教師、

保護者への意識調査や学校の事例を基にして、その対応策を考えてきました。

授業妨害・拒否の問題解決には、子ども、教師、保護者、三者の信頼関係を構築し

ていくことが重要であるという認識から、第 3章に具体的な対応例を、また、第 4章

に予防策を提示しました。さらに、最後には、研究のまとめとともに教師、学校、保

護者、社会への提言を 7項目示しました。

本書が、学校関係者のみならず保護者や都民の方々に活用され、子どもたちの健や

かな成長への一助になれば幸いです。

平成12年 3月

東京都立教育研究所長

真 野 宮 雄
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保護者との連携・協力による対応

授業妨害・拒否への対応の基本
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